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事務違 ・絡

平成 30年 6月 1日

各都道府県地方創生担当部局

各都道府県市区町村担当部局 御中

各政令指定都市地方創生担当部局

平成30年度地域における大学振興・若者庖用創出事業に関する計画の認定申務等及び

平成30年度地方大学・地域産業創生交付金に係る実施計画の提出等について

内閣府地方創生推進事務局

平素より、地方創生の推進につきまして、格別の御理解・御協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。

地方大学・地場産業創生交付金(以下「本交付金」という。)は、本日公布・施行された、

地域における大学の振興及び若者の雇用機会の創出による若者の修学及び就業の促進に関す

る法律(平成30年法律第37号) (以下「法Jという。)第5条第1項に基づき地方公共団

体が作成する、地域における大学振興・若者雇用創出事業に関する計画(以下「計画Jとい

う。)に基づく事業の実施に要する経費に充てるため、法第11!条の規定により聞が交付する

交付金として、平成30年度予算において 70億円(予算科目上の地方大学・地域産業創生交

付金 (20億円)及び地方創生推進交付金活用分 (50億円)の合計)を計上したところです。

ついては、計画の認定申請及び本交付金の交付申請を検討されている地方公共団体におか

れましては、認定事務等の円滑かつ確実な実施のため、下回の内容を御確認の上、

①法に基づく計画の認定申請等

②本交付金に係る実施計画(以下「実施計画Jという。)笠盤出笠

について、御対応いただきますようお願いします。

また、各都道府県市区町村担当部局におかれましては、管内の市区町村にも本件について

お知らせいただきますようお願いします。なお、本件について、市区町村からの事前相畝や

申請等は、内閣府地方I1J生推進事務局(以下「事務局Jという。)が直接受け付けることとし

ております(地方創生推進交付金等と異なり、都道府県を介していただく必要はありません)。

ただし、都道府県及び市区町村が間ーの区域を含んだ各々の計画を別に策定する場合に必要

な調整を行うため、当訟市区町村は計画の策定及び申簡に当たり、当該都道府県と適宜情報

の共有を図るなどして御対応いただきますようお願いします。



く特定分野においてグローパルに競争力を有し、日本全国や世界中から学生が集まるよう
な「キラリと光る地方大学Jとしての大学の将来像〉
これまで静岡大学と浜松医科大学は、平成 14年に始まる文部科学省 f知的クラスタ
創生事業Jにおいて、共同でプロジェクトに取り組んで以来、連続して今日まで地域創
生に関連するプロジェクト(文部科学省平成24年度~平成28年度:地域イノベーショ
ン戦略支援プログラム、文部科学省平成 28年度，......地域イノベ}ション・エコシステ
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ム形戎ア白グラム)に申請し採択され優れた成果を挙げてきた。
また、昨年文部科学省大学設置・学校法人審議会に光医工学共同専攻の股置を申請し、
今年4月から開講するに至ったが、両大学が大学院のみならず、学部学生の教育も含め
た教育、研究、社会貢献という大学のミッションを共に果たすことによる機能強化の必
要性と、連携による高いポテンシヤルを実感し更なる大学連携を進めることとした。
掌の連携・再編によるメリットは、医科(医学・看護学)と工科(工学・情報学

の異なる分野が連携することによるシナジー効果を得て、 2つの犬掌の適地か炉、.効耳
飽訟2効果的となり、少ない投資で大きな効果看守生み出すこ止になり、財政的に卒、メリ
ットが生まれるa これは一見いわゆる総合大学でもで会ぞろに黒われるかホ 1，tl.tJ"い
が、一つの大挙に多くの学部がある大学では、大学全体が一つの左血f中や持つ介機能強
化はしにくい面があり、散漫になりがちである内今回の商大挙の耳績?比九静回士学部
?東西に分かれて再編する理由もそこにあるの
浜松医科大学の役割は診療だけでなく、 臨床研究や医療機器の開発(例 :非侵襲立体
内視鏡)を通した医療への貢献も求められている。医療機器開発等は医学の知織ともの
づくりの融合により成果が生み出せる。その視点から工学や情報の知識を有する人材と
研究開発を進めることは、新たな産業の創出に向けて大きな可能性があるものと考えて
いる
静岡大学の f光・電子工学J、浜松医科大学の「光医学Jと、関連産業界・学界、地
域のリソースを結集し、そこに国内外から著名研究者招聴することにより、浜松市の医
科(医)工科(ヱ・情報)系大学の光医工学共同専攻を世界の尖端的研究機関・人財育
成機関として機能させる。道具(デバイス)としての光・電子技術は10Tの展開をもた
らし、さらに未来の匿療の礎とする。
科学研究を安心安全な健康都市っくりのために用いるレギュラトリーサイエンスを
世界トップレベルの静岡大学のイメージセンシング研究、浜松医科大学の光技術等を用
いた先進的医学研究が世界レベノレで推進することが出来る。
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hつ l禄ぐ力jのある産業である。
本市の産業の推移をみると、中心的な産業である製造業は、 2008年に発生したリー
マンショックや海外への生産移転の加速により大きな影響を受け、製造品出荷額、事業
所数、従業者数がいずれも大きく減少した(別紙パックデータ資料図9........図11参照)。
特に、製造品出荷額に関しては、リーマンショック前と比較して l兆円以上減少してい
る。これらの指標は、現在でもリーマンショック前の水準には戻っていない。こうした
ことから、既存のものづくり技術を核に、光・電子技術や IT技術との融合など、輸送
用機器に次ぐ新たな産業を創出し、複合的な産業構造への転換を図ることが喫緊の課題
である。
く針画に関連する産業の国内外の市場動向、当該産業における地域の優位性〉
「次世代輸送用機器jについては、 CASE(CONNECTED、AUTONOMOUS、SHARED、ELECTRIC)
と呼ばれる分野において、これまで輸送用機器産業を担ってきた自動車メーカ}だけで
なく、 IT業界等までを巻き込んだグローパル規模で、の開発競争が激化している。本市経
済を支えてきた輸送用機器産業の基盤技術と、ノーベノレ賞受賞者の研究を支えてきた最
先端の光・電子技術において強みがあり、 CASEに対応した新しい製品等を開発する可能
性を秘めている。.
f健康・医療Jについては、医療機器の圏内市場は伸びており、特に治療系霞療機器
の伸び率が高くなっている。海外市場については、米国市場が大きく、今後は中国、ア
ジアなどの新興国におドて、急速な成長が期待されている。
これまで本市においては、はままつ医工連携拠点を中心に、産学官連携による機器開
発を進めてきており、一定の成果を収めてきた。人材育成について今年度からは静岡大
学と浜松医科大学が「光医工学共同専攻jを開設し、新たな人材育成に取り組んでいる。
「新農業jについては、 TPPの締結や規制緩和等により、これまで非効率的だった生
産体制が飛躍的に変わることが期待されており、今後のマーケット拡大が予想される。
本市では、農業生産額全国4位というポテンシヤノレを生かし、新しい技術との融合に
よる浜松プランドを立ち上げ、世界に向けて販売を推し進めていく。
f光・電子Jについては、 IoT、A.1、ピッグデー夕、ロボットなど、新しい社会を創
造する技術を支えるキーテクノロジーとして期待されている。
静岡大学の高柳健次郎名誉教授が世界に先駆けて全電子式テレピジョンを開発した
ことに端を発し、現在では静岡大学電子工学研究所や浜松医科大学メデイカルフォトニ
クス研究センターにおいて最新の光技術の研究を行つ'ている。また、高柳教授の教え子
たちにより創設され、本市に本社を構える浜松ホトニクスは、最先端の光技術を有して
おり、当社が創設した光産業創成大学院大学では、光技術を活用したベンチャー・人材
育成にも積極的である。また、 2013年には光の最先端都市を目指し、浜松ホトエクスと
静岡大学、浜松医科大学、光産業創成大学院大学による「はままつ光宣言2013jも行わ
れている。
「環境・エネルギーJについては、グローパノレレベノレでの環境意識の高まりによって、
パリ協定、 ESG投資、再生可能エネルギーへのシフトなど、更なる市場の拡大が予想さ
れる。本市では、日照時間日本一の強みを生かし、ソーラ一発電等に取り組んでいる。
「デジタノレネットワーク・コンテンツjは、インターネットの普及に伴い、我々の生
活にとって不可欠なものとなっており、その市場は大変大きなものとなっている。本市
では、ものづくりに必要な工作機械やロボットなどのハ}ドウ広アを制御する組み込み
システムの技術に長けており、また、設計のもととなる 3Dモデリング技術に強みがあ
る。
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く計画に関連する大学等の入学・卒業時等のひとの流れの状況(入学者の出身地犠や卒業
生の就職地域等)>
【静岡大学】

静岡大学地域別入学状況 静岡大学地域別就職状況

ー、

【浜松医科大学}

医学科地主成別在学生数省略合
N.lltxr& Pro凶0'11<<1時回J¥folM曲、obJ向刷、

静県伊市}
中銅・四国7(1.併も}
C州Jg曲u611i抽加

繍“(6渦)

卒業者の進路状況は、医学科は就職115名 (96.6覧)の内訳として、本学22名 (18.5覧)、
県内77名(64.7覧)、県外43名(36.1紛、その他4名 (3.4覧)。看護学科は就職62名(86.1首)
の内訳として、本学32名 (44.4略)、県内49名 (68拡)、県外13名 (18.1幅)、進学8名
(11. 1覧)、ーその他2名 (2.8百)0 (平成29年度の卒業者数および全体に占める割合)。

く地域の雇用情勢や人材育成機会の現状〉
本市のH29年度有効求人倍率は1.3.......1.8付近を推移しており、特に最近の介護・福
祉関連は約3.7、建設関連は約7.5と入手不足が顕著となっている。訪問調査によると
製造現場におけるエンジニアや営業の人手が不足しており、マーケットの需要に対応で
きずに、成長の機会を逃している。
浜松地域イノベーション推進機構を通じて、製造中核人材育成講座や新素材セミナー
など中小企業の成長につながる各種講座を開催し、 産学官連携によりレーザ}中核人材
育成事業や組み込みシステムアーキテクト養成講座など、地域の強みを生かした人材育
成にも取り組んでいる。

く地域の人口増減(自然増減及び社会増減)の現状〉

本市は、産近5年間において継続して人口減となっている。平成25年~平成28年まで

は、自然減かっ社会減の状況であったが、その減少幅は年々小さくなっており、直近の平
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成29年に関しては、自然減は変わらないものの社会増に転じた。
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光底工学に依る統合・再編を進める両大学の改革を通じた地域産業の成長に資する人材の育成
および、その人材を活用した産学官金連携による人材支援、技術支援、資金支援等の総合的な
企業支援を通じて、地域の中核産業(成長6分野)の成長を加速させ、地域経済の活性化を自
指す。

く推進体制〉
産学官金による 「浜松地域の大学振興・若者雇用創出推進会議jの役員会が事業全体の進
捗管理を担い、各部会において事業を推進する。
・大学改革・人材育成部会
.オープンイノベ}ション部会
掴ビジネスサポ}ト部会

く実施内容の概要〉
・若者にとって魅力があり、地域の中核的な産業の振興に資する教育研究の活性化を図るた
めに大学が行う取り組み
《。きらりと光る研究支媛事業(概要)>> 
E 】

J 

-地域における中核的な産業の鍍輿及び当該産業に関する専門的な知識を有する人材育成の
ために、大学及て滞業者が協力して行う取り組み
4 ①ものづくり・ことづくり講座》
各界における一流の人材を講師として招へいし、学生、支援機関、地域企業を対象に、も
のづくり技術、経営、企業支援のノウハウ等を学ぶことができる場を提供し、地域産業の活
性化に必要な人材を育成する。
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現時点では、以上の尖った研究を実施する招聴研究者はいずれも世界的に著名な研究者で
あることから本計画の実施のためにクロスアポイント契約を結ぶ。さらに、レギュラトリー
サイエンスを牽引する研究者を招聴する計画であり人選を進めている

<<(Dプロダクトセンター》
アイデ、アを持っているけれどもそれを形にできない地域企業のために、製品化に必要な知
識や手段をワンストップで提供する施設を設置し、革新的な製品の開発を支援する。

・地域における事業活動の活性化その他の事業者が行う若者の雇用機会の創出に資する取り
組み
《①課題解決プロジェクト支媛事業》
本市において、産学官連携による企業支援システムを構築し、地域企業のアイデアと大学
の技術を結び付け、地域企業の事業化・製品化を加速させる。

めに世界レベノレの研究者として、以下の食l

<<G)人材マッチング事業》
地域で育てた人材を、地域のものづくり企業やベンチャー企業とマッチングさせ、新たな
イノベ}ションを創出する。
《③ファンドサポート事業》
地域で認定したベンチャーキャピタノレ(認定VC)の出資に対し、協調してベンチャー等に
補助金を交付することで、地域内の投資を促進する。

・地方公共包体又は地方公共団体の公設試験研究機関等が自ら行う地域における大学振興・
若者雇用創出事業に関する取り組みのほか、地方公共団体、大学、事業者その他の関係者相
互間の連携及び協力に関する事項
<<<1>実証実験サポート事業》
スタートアップのビジネスアイデアや大学の技術シーズについて、実証実験の実施から試
作品の製作までをサポートすることで、事業化までの引き上げを支援する。
<<<Dきらりと光る研究支様事業(詳細)>> 

産業イノベーションプログラム
2018年 4月に静岡大学i兵松キャンパスにおいて産業イノベーション人材の育成を目的に
教員によって・地域との産学連携に貢献するための産業イノベーションセンターが組織され、
教員個人が産業界からの技術相談や共同研究を受け入れる個々の産学連携ではなく.課題解
決プロジェクトチームとして産学連携を成功させるために、ヱ学、情報学、光医エ専攻科に
よる専門家チームの研究者が密な連携をとり速やかな課題解決を行うのさらにこのような産
学連携に大学院生、社会人博士課程の学生、企業の技術開発担当者の積極的参加を通じて，
ベーション人材の育成を行弘本事業においては、課題解決プロジェク



と密接に連傍しi事業とともにイーノページョン人材の育成を推進する。

く計画が地域の将来像及ぴ目標の実現に必要である理由〉

詮岡大当色、浜松医科大学下光産業創成大学院大学をはじめとする当地域の大特挙は、これ

までに国プロジェク.ト等の共同事業において、お互いの技術を活用し、高め合いながら数多

くの成果を残してきた。この連携を一過性のものとせず、次々と革新的な技術を生み出すエ

コシステムを構築するとともに、地域の強みを生かした医工のハイブリッド人材を育成して

いくためには、地域大学の統合・再編による恒常的な組織体制|を構築する必要がある。
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⑧ 推進体制(地域における大学振興・著者雇用創出推進会議) 【3ページ以内】
¥r"!:"..:'.I<".i'!;.山 U 川明、…… 浜松地域における大学振興・若者雇用創出会議

平成30年 7月25日

浜松市長鈴木康友

公益財団法人浜松地域イノベーション推進機構

浜松地域における大学振興・若者腫用創出推進会蟻

会長
事..任者(劃会長}

豊島員

-浜総市長

・浜松地調車イノベーション錐進相陸橋理事長
.浜松衛ヱ会議所
・静筒火当邑

・浜松医科大学

・スズキ

・ヤマハ発勧銀
.浜松ホトニクス

・静剤銀行
・渓総信用金庫
.遠州信用念日E
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;! 議操縦機構繍成ぬ員芸ぬ品必臓要;の十役分割~f性分担: を二勧:; 4会議州都鎚仕組湖毎榊)-恥州事面倒:長時 (1

~ 全体計画
大学改革・人材 オープンイノベ ビジネスサポ}

育成 ーション ト

浜松市
-産業計額の策定 -人材のマッチング -補助金による支援 -補助金による支援

-実証実験のサポート

-大学改箪普十li!i1の策定 -産業支援人材の育成 -技術シ}ズの提供 -情報提供

大学
-人材育成計画の策定 -地繊の:将来告と担う産

幾人材の育成

事業者 -情報鐙供 • f情報~供 -技術アドパイス -情報提供

金融機関 -情報提供 -情報復供 -経営アドバイス -滋賀青空事による支援

-情報提供 -人材のマッチング -企業と大学のマッチ -情報提供

産業支援機関 ング

-技術アドパイス

※地域における大学振興・務者雇用創出推進会議の規約及び当該会議における協議の概要を別途訴付すること。

※事業責任者略歴等については様式3に記載。
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⑥ 目標【3ページ以肉】

本計砲におけるKPI

事業 lI . . KPI 
番号 l

の
。l造品出荷額
等額の増加

③ |額

③ 

1

3130億円

@ 

@ 

。

現在の雇用

者数の維持。
@ 

③ 

① @ 

@ 

@ 

@ 

成プログラ

KPIの変動(積みよげ)の考え方

最新の数値は、H29工業統計調査【速報] (※H28.1.-..，12の実績)のもの。

市総合戦略の目標値(市内総生産)は、毎年2%程度の成長を想定して設定

しているため、毎年2%で積み上げた。※H28""':'30までは据え置き

H35 (19， 738)、H36(20， 133)、H37(20， 536)、H38(20， 946)、H39(21，366) 

67， 714 
人

KPlの変動(積み上げ)の考え方

最新の数値は、H29工業統計調査{速報) (※H28.1........12の実績)のもの。

浜松市“やらまいか"人口ピジョンにおける H22(2010)の生産年齢人口は

504，409人、 H42(2030)の将来展望(理想)の生産年齢人口は426，887人で

企15首となっているが、現状維持を目指す。

総 11・3 泌総市の純然尽rH人口

{人}

省泡描 軍蕗区分 2010 2020 お30 治・0 20150 翠暗晶 訴掴陣 21ω 

.;.ロ 制lO.t“1&1，&67 747，Sl1 694"" ω2，初3 563，926 4l9，ω7 "‘.，390 
鍋l$事 卑'J'AC 11J.!61 9MSl IU~崎 7&，1~ 幻.79唱 38.2鈍 48.11* 37.:ぉ
置lU.O 主E母au.lJ 初4.-10> 4;9.~. ~2-I，泌 365.11 )18.29G !M.65a 2!9.S3C m.~7 

老年人口 !Sl.!S6 U6.2iO 2)9.~7 おl.S!2 2婦，.415 m.9.'6 11;.7託 !Jl.~ 

IWI 創民醐 1O，12!1 7続.， 7lU4 ω6;1幽 6S，106 ω11~ω 590.014 

鶴間 砂川 .113.2'1 .103，7)，1 lOl， l1~ 同E珂 :11))，291 1q(l.901 101.737 弘鴎
All 強輔iAO 論M09 ~59.622 ‘首>M7 3?9.0SI 3Sli“E 342.m お主総1 3)，);:P2 
老年泊 .m.1鵠 22S.m 231.824 E守色弱 2>41~ lJS.3~ 170;..5 印刷

ム受講生の IKPIの変動(積み上げ)の考え方
地元就職・起|
。

③ 

① 業数 I H32から開講し、翌年から年20名の地元起業・就職を目標とする。
140人

11 



本計画におけるKPI(任意のもの)
KPI 

最新 H30年 H31年 . H32年 H33年 H34年 H39年.醤 。KPI・
号

【現状】 【1年目】 【2年目] 【3年目】 . [4年百】 【5年目】 間慣横綱

当事業によ 。 。 10 30 50 70 170 

① 
る獄作品件 {キ 件 件 件 件 件 件
数 KPIの選定理由及び変動(積み上げ)の考え方

@ @ 
170件 -課題解決プロジェクト支援事業 5件/年 (H31....... ) 

⑥ -プロダクトセンター 10件/年 (H32""" ) 
-実証実験サポート 5件 (H31""" ) 

育成した人 45 90 135 360 
数 人 人 人 人 人 人 人 l

360人 KPIの選定理由及び変動(積み上げ)の考え方
『・

-経営人材 5人/年
@ 。

-医工IT 5人/年
-起業 10人/年
-プログヲミング 20人/年
-コーディネート 5人/年

ファンドに 100 200 300 400 900 
よる資金供 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
給額 KPIの選定理由及び変動(積み上げ)の考え方。 ⑤ 

900百万円 100百万円/年 (H31- ) 

当地域にお 5 10 15 20 45 
ける実匪実 件 件 件 件 件 件 件
験数 KPIの選定理由及び変動(積み上げ)の考え方

@ @ 
45件 5件/年 (H31"') 

， 

研究評価 |第1位|第1位|第1位|第1位 第1位 第1位|第1位

最先端半導体チップの研究開発成果が公表される世界最大の国際学会
⑨ 。

frSSCC(lnternational Sol id-State Circuits Conference)での発表件数

第1位を維持する。

※追加で任意のKPIを設定する場合は、選定の理由も併せて記載。 5つ以上追加する場合は、適宜行を追加可。 。
※「事業番号J欄には、各KPIに関連する事業について 「⑥事業内容jで設定する事業番号を記載(複秘盤択可)。
※各KPIについて、変動(積み上げ)の考え方を具体的に記載。

地方版まち・ひと・しごと創生総合戦略における基本信機と数値目標

※時ヨ開地方公共団体が策定する地方版まち・ひと・しごと創生総合戦略において、本計画が含まれる施策に
対して設吋られている基本目標及び数値目標について記載。
※複数の地方公共団体による共同申糟の場合には、全ての団体分を記軌

12 



《浜松市“やらまいか・総合戦略 5ページ抜粋》

(1) 基持s:;~篠 I 若者がチャレンジできるまち

。若者、子育てt量代の生f!-i5"のま~~

Etfj@E!!iiJ_童謡盃盃IB誼盈車盃E・・・・・・・・・
f仕事のない場所に人Iot:鎮まらないHJ
住民&本台帳移動車直告では、2010~から lS.I!)~障の転出超過が告書いており、
2014 ~事では現役t量代である 30.ft. 40.f'l:の転出.ls過も火事置にjt，にしてい
る.
“ものづ〈りの;!ち"と して発.Rを進げた本市の強みを活かし、地元~~底力
の鎗化によってIi力的な雇用の渇を創出するとともに、おら砂るジャ-ン)J.，の

紛.や女性の.u躍などの~緩を強化するζとで、著者‘子育て世代の生活i5
S色の安定を図り、総入促進 ・転出御制を目指していく.

...・{2024草1
.・満足のい〈雇用後会に恵まれていると思う人の割合

2唖.仰，Jf30.0%
市内総生後編

21U66'.f9.ノ3.3兆円以よ

13 



⑥事業内容

融藷3F通諜報臨展鷲事鶏議場畿謡育鍔と全2体2え空辱襲磐譲梯義芸務@ょの主大主学民時警時襲婦撃空問間「腕ん妥協‘iUCが士i均体以J主主主5ι宅 c・..'~ー、a・.ーー・
~ ， .，.，:ft l.l.I!!.U~'l..!li~I;:'.r.r:.;\I ...tg:.l~V'~..J~~:c::...~"":. !..!l:.' ~./.;::!，_~~ ，c，:;':'~N.>~;".::~~~:.~!':'\!::: a&:..IIRlfn.'~.;.\.:.."'y~，，'- ~~~:I~:"JIII"'~ '=J:.~4::'IlX:'/ori.， :"J ':!a)-:，-:c.:::n:. -j"~fi~:. .-.. . ...~ll>~: " .!，_~1':-_ :，，!，= '~~1.. 1.l'-::_，:，! ::': .，， 'I:.;，;l"~ ~::r!:':~:.:::~'L:' ・司‘，‘・，~・-

晶"号、・ • _'. 
‘・

切香ヨ号~，:i 電鄭....;.;::. ..\:~~.;符aA-iZrおL ‘r三t;H繕費泌め物樋袋雌施主主体体)-': 議縛14却材 ゴ平成掌毎度þ~、台
町，・r.・，:-.・目~.~足Eー'" 、，. 。ー.

準備 開講
ものづくり・ことづ〈り 官事情大学 ー

可・v 司... 
@ 
ut座 浜訟医潟大学

理)儲 事業
@ 人材マッチング穫祭 浜;俊市 ー -

司... 予開司... 

課題解決プロジェクト 浜松勉緩イノペ→〆ヨン
準備 運営検討

@ 
権進割盤情 • 'a 支11事. -事業開始

‘ 

設計工事 運営開始
@ プロダクトセンター 浜松市

-.匙- -‘ ， 司・，....，.. 司F

@ ファンドサポート.. 浜事~i'宵
準備

• .~ 

ヨ健笹実駿サポート事 準備 運営開始
@ 
事民

浜4公布 •• • 
きらりと光る研究支 静岡大学 • 百「 若手研究者@ tI.. 渓総医科大学 準備 の招璃

基礎研究

際中心研究者の~Hil1等については犠式4 に位戦。
礎研究開発関係の事業がある場合には、知的財産 ・共同研究の状況について祭式5に記載.

*施設建備害事に関する詳絡な内容については様式6に記載。

15 

議2・E長孟球'~r:!~~伝，紘: ‘ 一J "年旗手謀長会:評議漬Eミ~~，葬γ感i 回;綴1-':1ト，簿￥康:j:総W~ ?'報繁揺炉心海;・~意3零F成ji;卸er5-
モ苦手度'"、1 .; 

、" ‘' 

期始

... 

... 

... 

応l!I!計用調E血:'1111発:n. 事業関 製品上 事業拡
起業準備 _.. 

始 市 大
増資 上場

司.. v 



⑧ キラリと光る地方大学づくり【3ページ以内】

国立大学法人静岡大学、国立大学法人浜松医科大学

*ものづくり・ことづくり講座設置

11・・ 2.・ 2・' ‘・・ ‘・・細川除.111 掴抑"111 I・m匁S月 初m..l鼻 持>>OUII

• 
2・a・a・m・情，..， . 
"・・-・a・・..・.... ・1
a・・2・・... 

• ... .. 
'帥1麗l:IHZ.咽咽"'"・・・..‘・:0・.:.u:."・-・&N・8・3巳....
.0司・:0.... 

大学統合・再編までの期間:共同大学院・光医工学共同専攻設置(大学院ものづ
くり・ことづくり講座)
光産業創成大学院大学と機能分担及び教育研究での連携検討
大学再編(浜松の医科(医)工科(工・情報)系大学設置)後
ー> 医科(医)工科(工・情報)系大学大学院光工学専攻光医工学・ものづ

くり講座紋置
浜松の医科(医)工科(工・情報)系大学光産業創生大学院大学と機能分担及び
教育研究での連携
ー> 浜松市での大学等連携推進による地域貢献
ものづくり・ことづくり講座にト ップレベル人材を招へいし、高校生、学部学生、
大学院生、社会人が聴講できる「セミナ}・特別講演Jを実施。光・電子技術、
ものづくり技術に優れた人材を若い内から育成すると共に、新たな事業を展開(起
業)できるようなアントレプレナーを養成する。
研究面でも、 トップレベル人材を通して、世界的視野にたった光・電子工学、も
のづくり技術を核として研究を推進する。

組織改革の内容
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*大字枕台・丹痛によくb機関5虫化
大学全体の使命として機能強化しやすい大学下筋肉質でガパナンスの効いた大学
それらを緩やかに統合することにより機緯の拡大を図る

ンパスシ託料院科食堂易経企L作隈料(医Lエ乱iエム構報i
ぷ式掌設軍一
静岡市に、静岡大学静岡キャンパスを中心とした文理{人文・担金・自然科学)系大常設置
両大掌を緩やかに統合する新国立大学法人設置
その後、浜松市の医科(医)工科(工・情報)系大学、静岡市の文理仏文・社会・自然科
学)剰で学、公立大学九私立大学を緩やかに統合する「大学等連樹齢法人(倒亦):参加
する大学等の繍告の分担及。教育噺究や事務の連搬雌を目的とする寸銑団法人jを設置

*ものづくり・ことづくり講座設置
共同大朝涜・光罷工学共間専攻設置むた明涜ものづくり・ことづくり織お
う巳産業航駄学院大学と機能分担及て鰍育研究て切連携検討
医科(医)工科(ヱ・僻匝)系大判t哨涜光工学専攻光医工学・ものづくり講座設置
浜松の医科(医)工科(工・情報)系大学光産業創生大朝涜大学と機能分担及t民教育研究
での連携
ー> 浜松市での大学等連携櫛隼による地域貢献
ものづくり・ことづくり講座にトップレベル九材を招へいし、高校生、学部学生、大学院
生、社会人が聴講できる「セミナー・糊l勝演jを実施。光・常子技術、ものづくり技術
に優れた人材を若い内から育成すると共に、新たな事業を展開(起婚できるようなアン
トレプレナーを義政する。
研究面でも、トップレベル人材を通して、世界的視野にたった光・電子工学、ものづくり
技術を核として研究を機する。

く大学改革の経緯と地域の背景>
.菌立大学法人交付金の類型化において静岡県内の2つの国立大学(静岡大学、浜松医科大
学)は「地域貢献型jを選択。
・18歳入口の減少を踏まえ、第4次産業革命、 Society5.0への対応を考慮して、地方国立
大学は地方創生に向け、地方の産業への貢献が求められる (H29.12. 28中教審大学分科会
将来構想部会「今後の高等教育の将来像の提示に向けた論点整理J)
・広い静岡県の中にあり、それぞれの地域の産業振興等、地域活性化等、地方創生を効果的
に推進するために、国立大学はそれぞれの強みを活かし、機能強化を促進するために、再
編等の検討に加え、地方自治体や産業界との密接な連携が必要である。
4惨さらに国立大学の再編等の後には、公立大学、私立大学との連携の強化も検討する必要が
あ
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両天字と浜松医科大学は、平成 14:柄三始づた文部科学省知的タラ云ヲ副生事業におい
て、共同でプロジェクトに取り組んで以来、連続して今日まで地域創生に関連するプロジェ
クトに申請し採択され成果を挙げてきた。その結果、昨年設置審(大学設置・学校法人審議
会)に光医工学共同大学院の設置を申請し、今年4月から開講するに至ったが、両大学が大
学院のみならず、学部学生の教育も含めた教育、研究、社会貢献という大学のミッションを
共に果たすことによる機能強化の必要性と、連携による高いポテンシヤノレを実感し更なる大
学連携を進めることとした。
両大掌の統合・再編によるメリットは、大学の機能強化が強力におこなえることに尽きをる
が、1プラス 1は2という単なる足し算ではなく、医科(医学系)と工科(工学・情報学)
のような異なる分野が連携することによるシナジー効果が期待される。結果としては、 2つ
の大掌が個別に連携するよりは、効率的かっ効果的どなり、少ない投資で大会な効果会牛み
出すことになり、財政的にもメリットが生まれるa これは一見いわゆる総今大学でも三注 量
号に黒われるかもしれないが、一つの大学に多くの学部がある大学では、大学全体が一つの
方向'性を持った機能強化はしにくい面があり、散漫になりがちであるの今回の両大掌一ー
では、静岡大学が東西に分かれて再編する理由もそこにある
浜松医科大学の役割は診療だけでなく、臨床研究や医療機器の開発を通した医療への貢献
も求め6れている。医療機器開発等は医学の知織とものづくりの融合により成果が生み出せ
るものと考えている。その視点から工学射育報の知識を有する人材と研究開発を進めること
は、新たな産業の創出に向けて大きな可能性があるものと考えている。新たな産業の創出に
つながれば、県西部はもちろん、静岡県全体への貢献につながり、大きなメリットが期待で
きる。
静岡大学の f光・電子工学J、浜松医科大学の「光医学jと、関連産業界・学界、地域の
リソースを結集し、そこに国内外から著名研究者招鳴することにより、浜松市の医科(医)
工科(工・情報)系大学の光医工学講座を世界の尖端的研究機関・人財育成機関として機能
させる。「光」は新たなものを生み出すための道具・技術であり、目的ではなく手段として
活用することにより、新たな産業が倉Ij出できる。光・電子技術で創る、観る、計る、伝える、
治すことが可能になる。その技術を用いた新た装置の開発、生産工程の改革により、新たな
ピジネスモデルを提案して「創業・起業Jを行える人財を、アントレプレナ}シップを教育
し起業家を創出する光産業創成大学院大学との強力な連携により r21世紀が抱える健康、医
療、高齢化等の社会問題の解決に向け、光医工学・ものづくりに関する専門的な知識と技能
を身につけ、高い見織と幅広い菌際感覚、高い倫理観を有し、獲得した知識と技術を駆使し
て新たな産業を創出・起業できる「人財Jの輩出に寄与する。

て、静岡大学と浜松医科大学は、その組織を再編することにより、人材育成拠点、
点、実在拠点、創業支樫としての役割を果たすと共に、技術革新ソリューション

左サポーい地方明生「寄与す三

羽織改耕維持iai榊iJ""支持相続編濡鮒線総論議議時的る:だあの体制)字国内記払~~:f:;~.y
1.両大学の連携協議会(平成30年6月28設置)
統合・再編の準備・合意形成(平成30年 12月末までに合意)を進める。

2.連携(統合・再編)準備室設置
法人体制、教育、研究、社会貢献に関する体制と運営は、連携協議会下部組織で検討

3.浜松市の医科(医学系)と工科(工学・情報学)系大学の準備室設置
4.大学等連携推進法人検討会議設置
浜松市の医科(医j工科(工・情報)系大学、静岡市の文理(人文・社会・自然科学)系

大学、公立大学、私立大学を緩やかに統合し、参加する大学等の機能の分担及び教育研究や

事務の連携推進を目的とする f一般社団法人Jを設置するための会議を設置

蟻複数の大学が連携して実施する場合にはまとめて記載すること。
機複数の大学で個別に実施する場合には、個別に作成すること。
議本計画で招へいするトップレベル人材の略歴等については様式7に記載。
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